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平成20年度当初予算

町職員の人事異動

まちの出来事

よろこびかなしみ

保健センターだより
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カツオ漁が最盛期を迎え、串本漁港

には連日たくさんのカツオが水揚げ

されています。

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・・・・ 19,654人 •男性…… 9,08ワ人 ・女性…… 10,567人 •世帯数…… 9,251 世帯
（平成20年4月1El硯在）



I 平成20年度一般会計当初予算

町民一人当たりに

換算すると・・・

町民l人当たりの町税

B万106円
町民1人当たりに使うお金

46万1,331円
町民l人当たりの借金残高(2僅E度末見込）

53万9,124円

※上記金領は、キ成20年4月!I」現在の人n(19.654
人）を用いて、 一般会計ペースから式鉢したものです。
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投白及び出避金、貸付金
7偲7,640万円 (8.6%)

扶助費 6倭3,571万円
(7.0%) 

【特別会計l
特別会計とは、 一般の歳入歳出と区分して経理される、特定の事業のために設けられた会計です。

平成20年度の各特別会計予符の合計は90位1,586万円となりました。

また、 一般会計予鉢と各特別会計予算を合計すると1801怠8,286万円となりました。

会計名 予算額 概 要

老人保健事業特別会計 2憶6,850万円 高齢者のための医療円給付事業の会計

後期高齢者医療特別会計 4億9,418万円
本年度より新たに制度が施行される75歳以上の高齢者の
ための医療円給付事業の会計

国民健康保険畢業特月1]i;;計 28t意7,800万円 国民健康保険専業の会計

介護保険事業特別会計 19憶6,399万円 介護保険事業の会計

病院専業会計 24但8,960万円 串本病院会計と古座川病院会計の合計

水遥事業特別会計 5億4,008万円 水道事業の会計

箇易水道事業特別会計 4,185万円 田原箇易水道と古座ヴィラ水道事業に係る会計

国民宿舎事業会計 2,468万円 国民宿舎「あらふね」の会計

下水通事業特別会計 3,948万円 サンゴ台地区の下水遥事業の会計

通所介護事業特別会計 8,363万円 古座福祉センターで行っているデイサービス事業の会計

そ の 他 l憶8,288万円
住宅貴金貸付専業特別会計、財産区会計（串本 ・潮岬 ・
出雲・田埜 ・ 和深•占座 ・ 西向•田原）の合計

合 計 90億l,586万円

安全・安心のまちづくりを目指して
当初予算額は90億6,700万円

先の第 1'"'定例会において中本町の平成20年度一般会計当初予算が決まりました。当初予ti額は90億
6. 700万円で、平成19年度の当初予算と比較して8億8.900万円(10.9%）多くなりました。今月号では、 当

初予鉢I/)概要についてご紹介いたします。（金額は、各項目ごとに 1万円未満を四捨五入しています。）

土木費
3億1.528万円 (3.5%)

消防費

5億8,845万円
(6.5%) 
| 

教育費

守l6,

その他 9,9J3万円 (l.l %) 
※議会費 9,399万円
※予備費 50J万円ほか

器林水産業費 4億2,270万円 (4.7%)

商工費 1億8.252万円 (2.0%)

用語解説

自主財源
依存財源

【歳 出】

町が自主的に徴収できる財源のこと
国や県から交付されたり、借金によって
まかなっにりする財源のこと

民生費

衛生費

公債費

用語解説

蛇務費・・・全般的な菅理事務、徴税、選挙、財務事務
覗目の人件費などに使われる経費
福祉サーピス、医療費保育所の運営など町民
の生活と社会生活の保障に使われる経費
予防接種やi建康診断などの保債関係，こみ姐理
などの衛生関係に使われる経費

農林水産業費・・・農業、漁業、林業の振興に使われる経費
商工費・・・商業や工業の振興観光事業等に使われる経費
土木費・・・通路や公園などの整備に使われる経費
消防費 ・・・消防・救急・防災のために使われる経費
教育費・・・小・中学校の運宮や体育施設の管理生涯学習

などの教百関係に使われる経費
町の債務（借金）の返済に使われる経費

町侶 8億7,89J万円 (9.7%)

県支出金 5億4,701万円
(6.0%) 

国底支出金
4億l.495万円
(4.6%) 

【歳入】 その他 1,086万円
(0.1%) 

その他 3億6(XJ万円
(3.4%) 

分担金及び負担金
6,000万円
(0.7%) 

用料及び手数料

1億2.508万円
(1.4%) 

ヽ

繰入金諸収入
13億l,180万円
(14.5%) 
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三 町債（借入金）と某金（積立金）について
---― 一ー・――~―- ---------― 一ー・一— ―--------― 一ー・一—~―- ---------― 一ー・
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翠
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収
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図
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図
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0町債の状況… II!」が行う様々な事業（漁泄や学校の建設など）のために長期にイ背り人れる
のが町債です。平成20年度は一般会計で 10億2,280万円、病院事業会計で

9.010万円、水道巾業会計で6億円を新たに借り入れる予定です。

〗霜品［喜后芥： I :芯：：霊〗;mI 平霜：；二悶雰□1 ：芯ご：如芯芥ぢ般会

（特別会計）

病院事業会計

水道事業特別会計

簡易水道申業特別会酎

国民宦舎事業会計

下水道事業特別会計

通所介護事業特別会計

住宅資金貸付事業特別会酎

小 計

合計

※いずれも見込み植c

※一般会計及び水道事業会計の平成20年度1位入領は、平成19年度からの繰越分を含みます。

酎

4億2,995万円
18億8,863万F]
4億5,187万円
1億5,773万円
1億4,588万F]
1億2,401万F]
2億752万円
34億559万戸

139億5,753万円

9,010万円
61意円

6億9,010万円

17億l,290万円

7,197万円
5,356万円
l.256万円
l.605万円
686万円
730万円
3,770万円
2億600万円

ll億8,479万円

4億4,808万円
24憶3,507万円
4億3,931万円
1億4,168万円
l憶3,903万円
l憶1,670万円
1億6,982万円
38億8,969万円

144億8,564万円
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〇基金の状況…町が行っている積立（貯金）を見金と言います。乎成20年度は合併市町村

振興某金、給食センター建設準備某金の桔み立てを休I卜し、財政調整某金

を2億7,500万円取り崩しています。

平成19年度末現在高 1平成20年度楼立額 平成20年度取崩額 I平成20年度末現在高

2億7,500万円
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＿
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臀長随趙

松原 繁樹

（一般会計）

財政調整呈金

減債基金

上野山地区汚水処珪事業基金

合併市町村振興基金

温泉開発事業基金

ふるさとの豊かな水資源保全基金

聡員退職手当準備基金

i也域振興基金

社会福祉施殷整備基金

福祉基金

中山間ふるさと水と土保全基金

道路整備基金

公営住宅建設基金

国際交流基金

給食センター建設準備基金

小 計

（特別会計）

国民健康保険基金

国民健展保険出産費資金貸付基金

介護給付費準備基金

小 酎

合計

※いずれも見込み値。

8億9,227万円
l憶3,762万円
2,477万F
6億56万F]
1Dl万F]
452万円
3,616万円
1億959万円
2,363万円
2億4,106万F
2,129万F]
1,957万F]
3,676万円
l[X)万F
2,0[X)万F]
21億6,979万F]

157万円
lD万円
41万円
73万円
245万円
2Dl万円

25万円
4万円
44万円
4万円
400万円
7万円
50万円

5,294万円

1,000万円
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な
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町
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。

ま
に

4
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よ
リ
就
任
さ
れ
に
村
上
正

人
新
教
育
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約
7
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ぶ
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の
現
場
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帰
と
な
リ
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す
が
、
物
際
の
柔
ら
か

さ
と
同
匪
を
包
み
込
む
よ
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な
安
心
感

•
安
定
感
を
得
え
ら
れ
た
方
と
い
う
印

象
を
受
け
ま
し
た
。
敦
畜
基
本
法
や
地

方
毅
合
行
政
法
の
改
正
等
、
状
況
の
変

化
か
め
ま
く
る
し
い
敦
奎
界
て
は
あ
リ

ま
す
が
、
郷
土
の
大
先
土
で
あ
リ
か
つ

控
か
な
現
場
経
験
を
持
つ
新
報
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長
に

対
す
る
周
辺
の
期
待
は
大
き
い
て
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ょ

う
し
、
ま
た
私
も
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上
新
体
制
に
期
待

す
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と
こ
ろ
大
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も
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が
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り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
た

人
つ
く
リ
、
町
つ
く
リ
、
控
び
に
教
育

行
政
の
推
進
に
ご
尽
力
聘
リ
ま
す
こ
と

を
心
よ
リ
騎
っ
て
い
る
と
こ
ろ
て
あ
リ

ま
す
。

1,260万円 3億3,794万円

6億l,885万円
l憶3,771万円
2,518万円
6億129万円
346万円
653万円
3,616万円
5,689万円
2,367万円
2憶4,150万円
2,133万円
1,357万円
3,682万円
150万円
2, 000万円
18億4,445万p:J

3,000万円
121万円

l1慧2,210万円
1億5,331万円

23億2,310万円

6万円

14万円
20万円

l,280万円

l.218万円
l.218万円

3億5,012万円

3,006万円
121万円

1億l.006万円
1億4,133万円

19億8,578万円

⑥広報くしもと 5 広報くしもと 5
＇ 
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4月7日付で串本町職員の人事異動が発令されました。ここでは、

課長・主幹・副課長級の聡員について新しい人事をこ紹介します。

〔 〕は前職•前所厖

町職員の

人事異動
こ
こ
で
は
、

nJ
決
さ
れ
た
主
な
案
件

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
辺
地
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

佐
部
へ
き
地
集
会
所
建
設
事
党
及
び

佐
部
林
通
上
野

111佐
部
線
改
良
事
条
の

実
施
に
あ
た
り
、
財
政
措
置
の
あ
る
辺

地
伍
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
糾
た
に
佐

部
地
区
の
辺
地
計
画
を
策
定
す
る
も
の

で
す
。

●
串
本
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
総
務
課
、
防
災
対
箪
諜
、
川
政
課
を

総
務
課
と
〈
11
画
討
政
課
に
再
編
し
、
総

務
諜
内
に
防
災
対
策
宰
、
企
画
財
政
諜

内
に
新
病
院
建
設
準
備
宰
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
総
合
業
務
謀
の
菜
務
の
う

ち
公
営
什
宅
に
閾
す
る
こ
と
に
つ
い
て

建
設
課
に
所
管
を
変
史
す
る
も
の
で
す
。

●
串
本
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

療
蓑
給
付
費
の
一
部
負
担
金
に
つ
い

て
健
康
保
陰
法
の
改
正
に
伴
い
年
齢
を

変
更
す
る
こ
と
、
後
期
高
齢
者
削
皮
の

創
設
に
よ
り
葬
祭
費
の
定
義
を
定
め
る

こ
と
及
び
特
定
健
康
診
査
筈
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。

●
串
本
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
＿

部
改
正
に
つ
い
て

前
期
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
国
民
健

康
保
険
税
の
特
別
徴
収
に
関
す
る
事
項

を
改
Ji
す
る
も
の
で
す
。

●
串
本
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

後
朋
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行
に
あ

た
り
、
関
係
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す。●
串
本
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和
拮
僅
を

20

年
度
も
継
続
す
る
こ
と
か
ら
、

18
年
度

に
改
Ji
し
た
条
例
の
附
則
の
部
を
改

Ji
す
る
も
の
で
す
。

●
串
本
町
出
産
祝
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て少
子
化
対
策
と
出
倖
に
対
す
る
舒
済

的
負
担
の
軒
減
を
図
る
た
め
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

●
樫
野
釣
り
公
園
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

樫
野
釣
り
公
固
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
に
株
式
会

rt弁
天
前
大
敷
を
指
定

す
る
も
の
で
す
。

烹
細
務
課

主
幹
面
長
待
遇
（
防
災
対
策
室
長
）
]

谷
下
槃
吉
〔
環
埃
衛
生
諜
主
幹
〕

主
幹
南
晶
治
〔
仕
民
諜
王
幹
〕

副
課
長
山
木
智
〔
防
災
対
策
諜
副
諜
丘
〕

▼
企
画
財
政
課

参
事
（
企
画
財
政
課
長
事
務
取
扱
）

稲
生
利
伝

〔
参
串
（
保
健
輻
祉
謀
に
事
務
取
扱
）
〕

主
幹
面
長
待
邁
（
新
病
院
窪
設
準
偏
室
長
）
]

稲
生
幸
易

〔
課
長
付
遇
（
総
務
課
主
幹
）
〕

主
幹
出
嶋
布
人
〔
保
健
知
祉
謀
副
諜
に
〕

了
税
務
課

主

幹

涅
木
明
弘
〔
財
政
課
主
幹
〕

副
課
長
井
沿
＋
十
〔
水
追
謀
副
謀
丘
〕

副
課
長
木
下
正
二
〔
税
務
謀
山
而
門
員
〕

マ
住
民
課

主
幹
増
木
正
善
〔
総
合
業
務
課
主
幹
〕

副
課
長
和
田
功
〔
税
務
課
副
課
長
〕

副
課
長
、
水
田
求
〔
侶
健
伽
刊
謀
副
諜
丘
〕

て
保
健
福
祉
課

課

長

長

谷

川

密

代

孝
〔
保
健
福
祉
諜
工
幹
〕

副
課
長

1

且
村
真
也
〔
仕
民
謀
副
謀
に
〕

（
和
深
総
合
セ
ン
タ
ー
長
）

副
課
長
佐
藤
則
夫〔
保
健
福
祉
諜
専
門
員
〕

▼
会
計
課

参
事
・
会
計
管
理
者
（
会
計
課
長
事
務
取
扱
）

平
瀬
伯
也
〔
国
民
宿
舎
文
配
人
〕

て
観
光
課

課

長

堀

LJ
徳
弘
〔
議
会
事
務
局
長
〕

▼
総
合
業
務
課

主
幹
久
原
＂
方
法
〔
和
平
総
合
ャ
ン
タ
ー
主
幹
〕

副
課
長
栗
林
宏
UJJ
〔
税
務
課
副
課
長
〕

副
課
長
田
中
芙
杷
〔
孟
誌
丘
共
回
幽
咆
社
〕

ヱ
環
境
衛
生
課

副
課
長
岡
本
勝
〔
水
産
課
副
課
長
〕

▼
水
産
課

副
課
長
平
松
勇
〔
統
合
業
膀
謀
副
諜
長
〕

副
課
長
浅
利
＇
げ
〔
商
工
呉
林
課
由
J

門貝〕

▼
建
設
課

課
長
谷
釉
志
〔
建
設
謀
エ
幹
〕

副
課
長
西
山
清
志
〔
総
合
業
膀
諜
叫
課
長
〕

▼
水
道
課

副
課
長
谷
芙
徳
〔
仕
民
課
副
課
長
〕

了
議
会
事
務
局

事
務
局
長
平
井
治
司
〔
総
合
業
務
諜
主
幹
〕

▼
生
涯
学
習
課

課
長
低
本
新
蔵
〔
防
災
対
箪
課
長
〕

主
幹
芝
批
鉄
半
〔
税
務
謀
主
幹
〕

副

課

長

谷
LJ

古
〔
生
罪
号
ふ
贔
芯
門
貝
〕

て
学
校
教
育
課

参
事
（
教
育
次
長
事
務
取
扱
）

鈴
木
辛
夫
〔
釜
士
梵
諜
丘
翌
取
扱
―
〕

マ
学
校
給
食
共
同
調
理
場

場
長
（
副
課
長
待
遇
）

羽
山
い
づ
み
霞
務
渫
専
門
員
〕

▼
串
本
病
院

参
事
（
串
本
病
院
事
務
長
事
務
取
扱
）

寺
固
邦
夫
〔
串
木
病
院
事
務
長
〕

総
看
護
師
長
塩
見
和
美

[
r
L
J

座
川
病
院
総
看
渡
師
長
]

看
護
師
長
上
野
一
「
忠
，
ナ

〔
古
座
川
病
院
看
渡
師
長
]

主
幹
松
原
英
樹
〔
串
本
病
院
中
務
次
に
〕

主

幹

閃

布

に
〔rL
J

密
川
病
院
事
務
次
長
〕

▼
古
座
川
病
院

総
看
護
師
長
心
得
宮
本
紀
江
了

冨
本
病
院
看
渡
師
長
]

事
務
次
長
白
仁
田
敏
郎
〔
古
兜
川
病
院
〕

了
西
向
保
育
所

所
長
＂
秋
中
い
く
了
[
串
本
幼
稚
園
長
]

▼
串
本
幼
稚
園

園
長
瓜
田
満
＋
〔
潮
岬
幼
椎
園
長
〕

烹
潮
岬
幼
稚
園

園
長
矢
野
久
美
〔
串
木
保
育
所
王
仔
〕

マ
出
雲
幼
稚
園

園
長
小
川
＂
方
十
〔
山
宝
幼
利
固
長
心
碍
〕

了
串
本
消
防
本
部

参
事
（
消
防
長
）

山
崎
茂
樹
〔
参
市
（
消
防
次
長
）
〕

総務課・防災対策課•財政課の三課が

「総務課」「企画財政課」へ再編されました

串本町では 4月1日より訊の可編が行われ、これ

まての紐務諜の総務部門と防災対笈諜を統合した

「総務課」、総務課の企囲部門・プロジ L クト甜逆

宇と財政諜を統合した「合画財政諜」が新たに設性

されました。「総務謀」は総務及び防災機能を右し、

「企両1!1政諜j はIIIJづくりの企画立案や予算編成・

財政叶囲機能を有する課となります。

教育長に村上正人氏

第1回定例会において教育委員に任命された村

上正人氏が、 4月l已に開かれた教育委員会にお

いて教育長に芸任され、同El付で就任しました。

■村上氏のプロフィール

井

上

姫

里

（
串
本
保
育
所
）

給食の時間を楽しみにしてもらえ
るように栢一杯がんはりますのて、
どうそよろしくお願いします'

竹

中

沙

織

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

保健ニ業を適して、串本町かいき
いきした町になるようがんはりま
す」至らないところも多いてすか、
よろしくお殿いします。

西

優

一

郎

（
建
設
課
）

串本町の職呉として誇L）をもち
町民のみなさまのお役にたてるよ
う一生類命がんはります。

平
成

20年
度

［総務課 l

秘吉用務、職員人事、

式典・褒吉・表彰、備

品管理、有線放送、竹

緑公開、選挙管坪委員

会、監杏委員、同定資

産評価審介委員会、国

際交流、肋災、防犯、

交通安令など

I企画財政課I
総合計両、 --f符紺成・

運J|」、財政計画、地方

交付税、広域行政、公

共交通、広報広認、統

計、土地利用、企哭誘

致、土地開発公社、ふ

るさと伽共公利、刻病

院廷没準備字 など

［氏

［年

名】村上正人（むらかみまさと）

齢I66歳

［主な経歴I
〇京都外国語大学

英米語学科卒業

〇串本小学校校長、

日置中学校校長、

大島小学校校長を歴任

〇現人権擁護委員

⑰広報くしもと 5 広報くしもと 5
＇ 
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今
回
寄
贈
さ
れ
た
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
絵
画

慰霊婢9こ献花するオスaジャンメルシン市長

（右）と、 アクソイメルシン県知事（左）

友
好
•
平
和
の
願
い
を
込
め
た
絵
画
を
寄
贈

ト
ル
コ
共
和
国
メ
ル
シ
ン
市
代
表
団
来
町

4
月
5
日
1

7
日
、
ト
ル
コ
共
和
国
メ
ル
シ
ン
市
代

表
団
が
串
本
町
を
訪
れ
、
6
日
に
樫
野
の
エ
ル
ト
ゥ

ー

ル
ル
号
遭
難
慰
霊
碑
で
献
花
式
典
を
行
う
な
ど
、
町
内

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
翌

7
H
に
は
、
代
表
団
が
串
本
町
役
場
本
庁
舎

を
表
敬
訪
問
。
旧
談
場
で
行
わ
れ
た
庁
議
に
出
席
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
席
で
、
ト
ル
コ
日
木
友
好
協
会
か
ら

の
絵
画
の
寄
贈
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
絵
画
は
、
ト
ル

コ
で
i

者
名
な
画
家
、

ア
フ
メ
ソ
ト
・イ
エ
シ
ル
氏
が

3
ヵ
月
を
か
け
て
作
成
し

た
も
の
で
、
友
好
の
日
本
の
海
に
エ
ル
ト
ゥ

ー
ル
ル
号

が
再
び
や
っ
て
く
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
絵
両
の
寄
贈
を
受
け
、
松
原
町
荻
は
「
再
ひ
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
掃
っ
て
来
た
、
こ
の
こ
と
を
契
機
に
さ

ら
な
る
友
好
を
考
え
て
、
過
去
か
ら
続
い
て
ま
た
こ
の

友
好
を
未
来
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
Lo
と
述
べ
ま
し
た
。

(4月より雇任された医師をこ紹介します。）

r' 

外
科
医
員

稲
山

正
人
医
師

外
科
医
員

城
田
哲
哉
医
師 ,.. 

救
急
部
医
長
（
整
形
外
科
）

山
本
憲
廣
医
師

こんにちは。外科を/A当していま
す。よろしくお涵いします。

腎

はじめまして。今まで泊化器外

科 ・一般外科を中心に働いてきま

した。今後、少しでも半本地［メの

医療1こ打献できればと考えていま
す。よろしくお願いしますc

.., 

内
科
医
長

石
橋
達
也
医
師

内科仝般を相当しています。町民

の好様に少しでもお役に立てれぽ

と思っております。どうぞよろし

くお願いします。

串本のtヤ様はじめまして。串本病
院では主に夕Hi:J· 骨折 • 関節炎 ・
腰研といった迷動僻疾患を相当し

ています。半本病浣及び地域の活

性 • 発展のため尽力します。

内
科
医
員

山
口
晃
史
医
師

はじめまして。内科相当の山nで
す。関西から来ましたが、串本を

第2の故郷と甘えるようがんばり
たいと思います。よろしくお涵い

いたします。

松
原
町
長
か
ら
尾
鼻
校
長
へ
新
し
い
校
旗
が

賂
呈
さ
れ
ま
し
た

今年度、 串本西小学校へ入学した7名の新入生

思
い
を
ひ
と
つ
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト

串
本
西
小
学
校
開
校
式

4
月
9
日
、
和
深

・m並
・
有
山
の
3
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
発
足
し

た
串
本
西
小
学
校
（
尾
昇
誠
史
校
長
）
の
開
校
式

・
入
学
式
が
有

W
地
区
に

あ
る
同
小
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
新
入
生
7
名
を
加
え
た

83
名
の
生
徒
の
ほ
か
、
保
護
者
、
地
元
住

民
、
教
貝
、
町
関
係
者
が
出
席
。
児
窟
が
新
し
い
校
歌
を
斉
唱
し
、
村
上
教

育
長
に
よ
る
開
校
宣
言
、
松
原
町
長
に
よ
る
尾
鼻
校
長
へ
の
校
旗
贈
呈
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

尾
昇
校
長
は
式
辞
の
な
か
で
、
新
入
生
に
「
ご
は
ん
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

た
く
さ
ん
遊
ん
で
、

い
っ
ぱ
い
寝
る
こ
と
。

ま
た
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
語
り
か
け
、
松
原
町
長
は
「
こ

れ
ま
で
と
違
い

戸
惑
つ
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
楽
し
く
、
明
る
い
小
学
校
を
み

ん
な
の
力
で
創
り
出
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

情報公開条例の運用状況
平成19年度（平成19年4月 1El～平成20年3月31El)の串木町忙報公開条例の遥用状況は下記のとおりです。

真□［ニ＊一つの情報が複数の非開示情報に該当する場合があるため、処理内沢の部分1月示数と部分開示状況の合計数が追います，

個人情報保護条例の運用状況
平成19年度（平成19年 4月1日一平成20年 3月3]日）の串本町個人情報保護条例の述川状況は下記のとおりです。

個人情報取扱事務の登録件数

開示講求件数

不服申立件数

ー一。
＿o
。
2
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駐串杢町三般ー芥ーク豆治通「費助蔵薔業―9委忍因窪
串本町では不妊に悩むご夫婦に対して、不妊治疫にかかる

費用の一BBを助成させていただいています。
1.対象者
不妊に悩むご夫碍のうち、次の要1牛をすぺて満たす方
法律上の婚姻をしている夫帰で，天又は要0)とちらかが和歌山

県内に1年以.ti主民登註している
名栢医燿閑埃に和人されている

夫潟の前仔所渭0)合計が650万円未満である
2.助成内容
助成額． 1年度あtこり 3万円を上限
助成期固：連続する2年度
（助成圏始月から24;/J月囲 (2年周） 0)期両）
3.助成対象治療
医療保険名法に規定する療妻0)給付が適用となる不妊治療

（タイミング療法・薬物治療なと）
医療保険適用外の不妊治療のうち，体外受m及び顕微錢授精を
除く治憬（人工慢ばなど）

治療の一環として行われる検査及び治原用始前に不奸朕因を
調べるため0)検否

不妊治想を実施する産帰人科・泌尿召科でおれば、県内外を

問わす，どこの医捺機関を受診しても助成の対象とします。

4.申謂・問い合わせ
串本呵保偉ビンターまでお問い合わビください。
（ft 62-6206) 

頓
保健センター 5月の行事予 定は下記のとおりです。

※健診等についてのお申し込み • お問い合わせは 、
保健七ンタ ー（U0735-62-6206)まで。

尾尾柿
崎崎本

ま久
き稔
江 馬

99 69 76 

w亜
上

潮

岬

潮

岬

※広報への掲栽を希望されない方は、届出の際に窓「lにお巾し出ください。

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

ヘ
藪橘

恭秀

子明

ヒ

野

山

新

宮

市

／ 

浅稲
井 w

明新
l」
香吾

串大

本島

津

井

優

(

i-

＿

澤

友

美

潮古

岬座

幅

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

よろこび

かなしみ

(3月受付分改称略）

〈出
生
児
氏
名
〉〈
届
出
人
〉
〈
地

区
〉

岡
村

凰

佑

’

旧

紀

串

本

長

谷

川

益

樹

突

紀

有

田

平

野

七

瑠

生

貴

治

和

深

道

前

愛

華

千

華

串

木

荒

木

秀

斗

卜

旧

也

串

本

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

．
i
J

ざ
い
ま
す

［成人関係l
5月分検診日程

---• ー＝” .ー ・—-•一-·—ー・ —-·--·--·-·--··•一-· •= ，- .― ー・ •--• •-. 
！ 記雰f第琴こ吋降琶桑＇妊婦健康釜臼賣 i 
噴 i

！ 串本町では、第三子以降の妊娠について妊婦健康診査に ！ 

i 係った費用を助成させていただいています。 ！ 

I l ・苅象者
I •助成の申隣時に和歌山只内に 1 年以上瞑紐している ！ 
・ 方で、母子手帳の交付を受lプた際1:、同一世帯1:2人以 、
． 上の子がある妊帰（第 1 子•第 2 子には 、 1暉に達する ！ 
1 日以降0)屈初の4月1日麟えた子及び婚姻した子は含ま i 
I れません。）
i 2．助成内容 ！ 

i 助成額 ⇒となる方が、妊嬌健診受診に要した費用で、 ！ 
上限を76,00l円として助成

・ ＊冦・醒された場合でも．それまでに妊渇健診にか i 
かった費用については助成の対象となります。I .珈方法．対象となる方が、妊輝診のために饂った ！ 
額を信還払い

・ 受瞑蝶医呻閲また1謡嘩所
1 (..嗅内外は問いません） ［ 
1 3．申請時期
！ 暉後僚産または流産の場合はその時以降）、母子手帳 ！ i b知された日より1年後の日の属する年虞終了まで。 i 
1 4．申請・問い合わせ i 
串本町保健センターまでお悶い合わせください6

: (ft 62-6206) ！ー•一•ー•-------• --- - -J 

●印は受けられる検診を表しています。

文施 El 受付時問 爾大腸 胸部 場 所

7・00~ 10・00 ．． 津荷老人憩の家

10,3)~ ll.00 己座漁協駐車場（梅野百果前）

13.m~13.a 樫野消防屯所

5月14EI(フ&:) l340~l4•OO 和匡旅詑前

14 10-14 4() 須エ漁協

l5'ffi~l5打l 大島駐在所付祈

75'f0~16'10 ミートショッブハヤマ駐車場

7 Ol~IO Ol ．． 旧和深中学校

10:3)~10も0 安区民会館前

11'm~11和 旧赤瀬小学校付近

5 月~IEI （水）
11'3l~ll・.'() 田子ガード下

l3'ffi~ 13 JJ 姫老人憩の家

13'3'~13もl〕 姫 ，松村極宅駐車場

l4m~14和 伊宅田中様宅駐車場

15:m-15．虹 南紀はり灸接岱院横駐車場

健康相談

疇日

5月9日（金）

5月12E3（月）

5月おE3（水）

＊申し込みをされていないガでも911日会場にお越しいただければ受診で
きます。（肖ガン検診は前ni!)枚911，札以騒絶兵でおいでください。また
大脱がん検診は検診専用容器が必疫なのでその場ではできませんcl

献血

E3 時
5月7日（水）
13: 15-16:00 
5月21日（水）
10:00-16:00 

場所

古座分庁舎 （ライオンズ後援）

矢急甚兵術様駐車堀（ライオンズ後援）

受付時問 会

9:00~10:00 有田公民館
70:30-11：① 二色築会所
73:00 -15:00 鑓センター2階
9:30 -10:3) 津荷集会所
13:00~14:00 古田百年クラブ
74:30 -15：① 田原山村交流センター

※誰でもお気軽に会場へお越しください。
(1厭L澗定ゃ他康についての柑談を受けております）

【乳幼児関係l
乳幼児健診

冒
内容

7歳6ヵ月児及び
2歳6ヵ月児（佳診

10ヵ月児～1歳児健診

4ヵ月野訟及び
BCG接種
6ヵ月児健診

各種教室

場

巳時 内容 日時及び内容

訊屈伐 三1種期混初合回 5ひ月よ13こ日ひ()A:ろ)ば10.CO-

謬彎iMしRんぽ混合し）んIl期旦
(6ヵ月児～ 1黛児）

5ち月び16っ日こ（金ひ）ろ11ば.00遠-足13 00 

謬喝腐 三1種期混追合加
晦雨＊お弁：：渇保当郷(持2望セ謬淑楼ンで～のタ1見3芝ー歳地(11児震合対時象～）） 

闘象噌苓 BCG 

153哺飼心 MしRん(Jff混合し）ん］期風 5マ月タ28＝E3テ0.1<ィ)ー13敦：①空～（後期）

二
河
田
ヒ
デ
ノ

荒

海

秀

山
本

茂

夫

向

本

み

ち

松
F

盛

男

稲

生

久

美
子

林

セ

ユ

リ

山
鯰

年

久

薮

文

子

伊

努

谷

純

司

潮

崎

為

の

薮

ト

シ

ェ

稲

生

良

蔵

中
浦

浩
太
郎

矢

野

字

一
郎

丸
山

i

也

北
地

美

澄

須
花

美
也
子

角

崎

正

子

山
崎

ふ

く

枝

榎

本

勘

岡

野

秋

蔵

堀

で

ん

小

片

タ

ッ

前

と

し

子

東
地
イ
サ
ミ

91 94 93 90 96 68 95 75 61 60 74 86 93 82 88 85 69 82 78 97 50 81 99 85 92 96 

神西古伊 I:. w西西西出串江高串潮大串出潮高串 U] W 津田
野田姫 並
川向座串原 原向向向雲本 山富本岬 島本雲 岬霜本ヒ並荷並

※ =種混合の接種対位は 7 歳 6 ヵ月未i~の方です。（ご極沿合 1
期初1911はZ0~56Bの問閉で3I"ぽ種します）
※MR（麻しん ・風しん混合） U期の接袖対象は5磁～7改未消
で小学校就学前の 1if間（幼稚回 ・保打所の年長の方）
〇予防接社 ・教空及びひろばの会場はいずれも保純七ンター 2陪
です。またひろばの開f位で）北餃が不安定な場合は保飩センター
へお問い合わせください。

一●株券篭子化により、上場会社の株券lお野功となり，株主の権利は証券会社などの金訥懐関の口座で雪子的に管理

されます。

●お手元の株券が本人名蓑になっていない場合は、電子化

により株主としての権利を失うおそれがありますので，

株券屯子化の実施前までに名義書換が必要です。電子化

に関するお問い合せは下記まで。

日本証券業協会証券決済制度改革推進センター

な03-3667-4500（平巳 9:00-17:00)

r ヽ• ~ -.~. . .~ 

平成20年疫「児窟福祉週l：り」の椋語について
~ ~ ~ • ~...~ 

千 どもや家庭、チども の他やかな成長について国

民全体で考えることを目的に、1り：年 5月 5Elの八こ

どもの瓦から ］週間を乃巳蛮幅祉週r叱と定めて、
児窟福祉の理念の村及 ・啓発のための各種事業及び

行事を行っています。平成20年度は次の作品を乃B
産福杜週間」の標語と決定いたしました。

ったわるよめとめをあわせてはなしたら
（与那嶺暁さん 8祓沖縄県）

4‘ ヽ

令年の火災・救急件数
-4月1日現在 一

火災件数

謹物 4件
林野 0件

その他 2件

合計 6件

救急1牛数
交通 23件
急病 225件
その他 84件

合計 332件

火災のない住みよい豊かな町づくり

響臣湧院直菫婦扱科嬰堕登知五せ璽

平成20年 5月13日よリ、毎退l火曜日の診察は、

手循日となるため、急患のみの診察となl)ます。

串本病院

限限基 ―- て
串本町では、平成幻年4月1日より妊帰一般健原

診葦の公費負担回敬を2回から3回に変更しました。
妊娠届出時に妊婦一般健康診査受診票をお渡しします。

串本町地域保健福祉センター

⑪ 広報くしもと 5 広報くしもと 5⑩
 



一
串
本
町

m晶
こ
み
処
理
場
に
お
け
る

埋
立
ゴ
ミ
の
再
分
別
作
党
を
す
る
作
業

員
を
＇
I

盆
集
し
ま
す
。
希
苧
さ
れ
る
方
は
、

次
の
要
領
に
よ
り
役
場
環
境
衛
牛
諜
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

了
募
集
人
員

臨
時
戯
員
3
名

▼
貨
金
号

閲
給
1

0

0

0
円
（
各
柚
保
険
有
り
）

▼
作
業
内
容

回
収
さ
れ
た
埋
立
ゴ
ミ
の
再
分
別
作
業

（
立
ち
作
業
か
中
心
と
な
り
ま
す
。
）

マ
作
業
日

週

6
日
勤
務
、
日
曜
祝
祭
日
は
休
日

マ
作
業
時
間

平

日

午

前

8
時
3
0
分
1

午
後
2
時
叩
分
ま
て

ご
試
験
会
場

（
和
歌
山
駅
前
）

J

A
ビ
ル

※
8
月
3
日
同
会
場
に
て
希
苧
省
に
受

験
講
習
を
実
施

▼
申
込
書
配
布
期
間

6
月
幻
日
（
月
）

1
6
月
2
7
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
書
受
付
期
間

6
月
叩
日
（
月
）

1
7
月
4
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
書
配
布
・
受
付
．
問
い
合
わ
せ

串
木
町
役
場
建
設
諜

6
0
7
3
5
|
7
2
|
0
0
8
1
 

n木
下
水
道
協
会
和
歌
山
県
支
部

6
0
7
3
|
4
3
5
|
1
0
9
3
 

※
申
込
書
は
県
庁
下
水
道
謀
、
県
下
水

道
公
杜
、
及
び
各
採
輿
局
て
も
配
布
し

て
い
ま
す
c

人
事
院
で
は
回
家
公
務
員

m種
試
繋

（
高
校
卒
菜
程
度
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

了

職

種

行
政
事
務
・
税
務
・
機
械
・
ー
木
・
林
業
c

マ
受
験
資
格

昭
和
6
2
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
3
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
。

ー

曜

午

前

8
時
3
0
分
1

午
後
0
時
3
0
分
ま
で

※
分
別
量
の
堺
減
等
に
よ
り
瑛
境
伍
生

課
の
安
訥
に
応
じ
て
随
間
作
菜
開
間

の
変
更
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
作
業
場
所

串
本
町
田
並
ご
み
処
理
場

▼
応
募
資
格

串
本
IHJ存
什
て
、
平
成
2
0
年
4
月
1
日

現
存
満
年
齢
が
2
0
歳
以
上
553
歳
木
満
で

あ
る
こ
と
、
普
通
免
許
を
取
得
し
て
い

る
こ
と

マ
提
出
書
類

履
歴
占
（
写
貞
貼
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
環
境
衛
牛
諜
（
古
座
分
庁
舎
）

に
提
出

▼
申
込
締
切
日

平
成
2
0
年
5
3
月
9

日
本
~
）
午
後
5J
時
ま
で

圃

お
知
ら
せ

田
辺
海
上
保
安
部
で
は
、
海
上
保
安

の
日
記
念
行
串
の
一
環
と
し
て
、
潮
岬

灯
台
の
一
般
開
放
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▼

日

時

平
成
2
0
年
5
3
月
11
日
（
日
）

午
飢
10
時
1
午
後
4
時
ま
で

※
荒
天
中
止
（
小
由
決
行
）

▼

内

容

灯
台
内
部
公
開
、
灯
台
機
器
展
示
、

A

I
S
受
信
機
展
示
、
灯
台
・
巡
視
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ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子

ど
も
限
定
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部
）
、
「
日
本
の
灯
台
5
0

選
」
、
「
環
境
紙
芝
居
」
（
う
み
が
め
マ

マ
助
成
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象

串
本
町
応
各
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（
準
ず
る
各
種
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含
む
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が
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す
る
半
榮
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地
場

産
菜
と
観
光
屯
茉
か
協
力
し
、
観
光
客

の
堺
加
に
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只
献
す
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業

マ
助
成
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額

巾
而
さ
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た
串
来
費
総
額
の
8
0
％
以
内

の
額
。
化
し
‘

1
件
あ
た
り
の
助
成
限

度
額
は
加
万
円
と
す
る

▼

締
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5
月
3
0
日
（
金
）
ま
で

て
担
当
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観
尤
課

◇
地
場
産
業
育
成
及
び
観
光
事
業

等
推
進
資
金
助
成
事
業

▼
申
込
受
付
期
間

平
成
2
0
年
6
月
2
4
日
（
火
）

1

7
月
1
日
（
火
）

※
111込
川
紙
、
受
験
案
内
は
5
3
月
12
日

（
月
）
か
ら
配
付
し
ま
す
c

烹
弟
1
次
試
験
日

9
月
7
日
（
日
）

烹
向
い
合
わ
せ
先

人
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近
畿
事
務
局
（
試
験
係
）

(
6
0
6
|
4
7
9
6
|
2
1
9
1
)
 

リ
ン
の
人
冒
険
）
、
子
ど
も
向
け
パ
ソ

コ
ン
ゲ
ー
ム
（
池
卜
保
安
ク
イ
ズ
ほ
か
）
、

写
頁
撮
彩
（
う
み
ま
る
＆
制
服
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

田
辺
洵
卜
保
安
部
交
通
課

fi民
票
の
写
し
、
戸
誌
謄
本
な
ど
の

て
採
用
方
法

面
接
に
よ
る
。

見
美
し
い
串
本
の
海
。
し
か
し
、

海
庁
に
は
多
く
の
ゴ
ミ
が
烹
辛
化
し
て
芙

観
を
捐
ね
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
力
を
出
し
合
っ
て
串
本
の
海
を

き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
の
海
岸
を
少
し
で
も
芙
し
く

す
べ
く
、
次
の
と
お
り
泊
帰
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
い
ま
す
。

烹
清
掃
日
時

5
月
25
日

(n)
り
前
7
時
1

9
時

小
雨
決
行

※
強
風
や
視
界
不
良
を
伴
う
雨
の
場
合

は
中
止
し
ま
す
3

了
清
掃
場
所

低
仇
小
学
校
ー
宮
川
河
U
ま
て
の
海
岸

n]募
集

お
知
ら
せ
＆
行
事

◎
叶
し
く
は
串
木
町
役
場
環
撓
衛
生
課

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

6
0
7
3
5
|
7
2
|
0
0
8
1
 

▼
集
合
時
間

午
飼
6
間
50
分

▼
集
合
場
所

旧
出
本
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
則
公
田

※
軍
予
・
予
拭
い
・
清
帰
用
具
・
ゴ
ミ

袋
は
主
僅
者
等
が
配
布
し
ま
す
。

マ
主
催
・
協
賛
等

串
本
海
上
保
安
若
・
串
本
愛
舟
会
•
海

上
保
安
協
会
串
本
文
部
・
串
本
町

※
お
問
い
合
せ
は
、
串
本
洵
卜
保
安
署

(
6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
2
2
6
)
 

ま
で
お
顧
い
し
ま
す
。

H
本
卜
水
迎
協
会
県
支
部
で
は
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
技
術
の
半
準

化
と
そ
の
向
卜
を
め
ざ
し
、
次
の
と
お

り
児
下
統
一
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

了
試
験
日

平
成
2
0
年
8
月
10
日

(n)

6
0
7
3
9
_
2
2
|
2
0
0
1
 

串
本
町
で
は
、
活
力
あ
る
観
光
の
町
づ
く
り
に
貢
献
す
る
事
業
及
び
ふ
る
さ

と
づ
く
り
へ
の
取
り
糾
み
に
関
す
る
事
業
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
助
成
を
行

い
ま
す
。
訂
し
く
は
役
場
の
各
担
当
諜
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
c

◇
串
本
ま
ち
づ
く
り
応
援
事
業

ァ
助
成
対
象

串
本
町
内
各
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
計
両

す
る
個
性
的
で
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

イ
ベ
ン
ト
鈴
て
、
肱
則
と
し
て
3
分
の

l
以
ー
の
自
己
責
金
を
持
つ
も
の

ァ
助
成
金
額

補
助
金
額
の
最
・
ぃ
向
限
度
額
は
原
則
と
し

て
1
件
3
0
万
円
、
最
低
限
良
額
は
1
件

10
万
円
と
す
る

烹

細

切

5
月
3
0
日
（
金
）
ま
て

て
担
当
課

企
凹
財
政
課

連絡先

串本町役場本庁舎 TEL62-0555 

串木町役場古匝分庁舎 TEL 72-0081 

串本病院 TEL62-0635 

古座川病院 TEL72-0280 

学校教育課 m62-6066 

生涯学習課 TEL62-0006 

串本町立図書館 TEL62-4653 

保健センター TEL62-6206 

サンコの湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎あらふね祖74-0124

町内放送案内

雲 0120-928-649 

串本町ホームペーシアドレス

http://www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアドレス 1代表）
kikakuzaisei@town.kushimoto.wakayama.Jp 

⑬広報くしもと 5 広報くしもと 5
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5国国国口国国
日躍 行車肉容（時間） 場 所 主管課等

※各種検診健康相談予

防接種ひよこ広場ちび

つご広場マタ＝ティー

教室一般献血などの日

程については、llページ
の「保健センターだより」

をご廃ください。

8木 人権行政相談 串木町役場木庁舎 住民課

(13.30~ 15.30) 

8木 行政相談 占座福祉センター 住民課

(13 30~ 15 30) 

ll 日 カヌー＆カヤック 襦杭海水浴場 観光課

フニスティバ）レ

(900-1500) 

18日 町道サンゴ台中央線 串本□イヤルホテ）レ 建設課
新設事業完成式

(1□.00-12.00) 

22木 人権行政相談 大烏開発センター 住民課

(13 30~ 15 30) 

田

今
月
の
納
税

了

税

目

0
囚
定
責
席
税
（
前
期
全
納
・
第
1
期）

0
杯
自
動
車
税
（
全
期
）

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
2
期）

0
介
設
保
険
料
（
第
2
期
）

▼
納
期
限

6
月
2
日
（
月
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

払
律
に
よ
り
年
率
1
6
.
6
％
の
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
日
ー
め
に
。

◎
納
税
に
凹
す
る
お
間
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
謀
ヘ

串
木
西
小
学
校
開
校
を
袖
に
、

3
月
21

日
に
は
和
深
・
田
並
・
有
田
の
各
小
学
校

て
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
私
も
和
深
小
学
校

の
閉
校
人
に
伺
い
ま
し
た
。
人
中
、
児
童

が
み
ん
な
で
こ
れ
ま
で
の
思
い
い
を
発
表

し
て
い
る
の
を
聞
い
て
い
る
と
、
涙
ぐ
む

地
元
の

h
の
側
で
、
私
ま
で
泣
ぎ
そ
う
に

な
っ
て
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

串
本
内
小
学
校
で
学
ぶ
［

`
、
を
ま
、
た
く
さ
ん
の

コし
＝
―
-
口
と
も
、

J
I

集
後
〗
口
」
三

□
口

編

ぃ

と

思

い

ま

す

。

(T)

＼ 南紀わかやまアウトドアフェスティバル ＼ 

¥”→“”ク□二町バ肱＼

［開催日】 5月ll日（日）

［場所】橋杭海水浴場

［時問】午前9時～午後3時

［内容】カヌーカヤック•ティンギーヨット

無料体験試乗会等

［お問い合せ】串本町役場観光課

合 0735-62-0555

不
止
取
得
防
止
や
、
個
人
情
報
保
設
に

対
す
る
サ
息
幽
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
平

成
20
年

5
月
か
ら
住
民
某
木
台
帳
払
．

戸
箕
仏
が
改
止
さ
れ
ま
し
た
。

◎
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で

す。
住
民
祟
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を

聞
求
す
る
際
に
は
、
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
址
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
の
提

示
が
必
要
と
な
り
ま
す
c

◎
交
付
請
求
で
き
る
人
が
限
定
さ
れ

ま
す
。

五
民
票
の
写
し
等
を
晶
求
で
き
る
人
一

•
木
人
ま
た
はM
じ
川
帯
の
人

＿
戸
籍
謄
木
等
を
謂
求
て
ぎ
る
人
一

・
戸
紐
に
記
蔽
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
、
直
系
説
放

※
こ
れ
ら
の
人
以
外
で
も
、
自
分
の
杵

利
行
使
や
義
務
履
行
の
た
め
に

it民
梨

や
戸
籍
の
記
載
事
項
を
確
諮
す
る
正
中
ー

な
坪
山
が
あ
る
場
合
は
、
詰
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
代
坪
人
に
よ
る
詰
求
の
場
合

は
、
委
任
状
を
提
出
し
て
い
た
だ
菩
‘

権
限
の
確
認
を
行
い
ま
す
3

窓
U
で
の
木
人
確
認
吉
頌
の
捉
ホ
に

つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
加
い
し
ま
す
。

4
月
1
日
よ
り
可
新
の
、
囚
民
健
康

保
除
訴
配
布
の
際
に
同
封
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
パ
ン
フ
レ
ノ
ト
「
国
保
の

し
お
り
」
の
一
部
に
、
現
状
と
異
な
る

記
述
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
評
ん
で
お

詑
び
申
し
上
け
ま
す
と
と
も
に
、
次
の

と
お
り
訂
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

竺
訂
正
箇
所

「
国
保
の
し
お
り
」
認
ペ
ー
ジ
中

0
現
金
な
ど
で
払
っ
て
も
ら
え
る
も
の

の
う
ち
【
訪
間
看
護
燎
壺
費
】
を
削
除

〇
あ
と
で
払
い
戻
さ
れ
る
も
の
（
療
査

費
の
文
給
）
の
う
ち
【
骨
折
、
ね
ん
ざ

な
ど
の
と
ぎ
の
柔
道
松
復
師
の
施
術

料
】
及
び
【
医
師
が
認
め
た
あ
ん
ま
、

は
り
、
灸
、
マ
ソ
サ
ー
ジ
代
】
を
削
除

新
宮
公
証
役
場
で
は
次
の
と
お
り

「
n躍
．
皿
＂
料
公
証
法
神
杞
談
」
を
阿

▼
追
加
箇
所

0
国
保
で
受
け
ら
れ
る
施
術
等

・
柔
道
整
復
帥
の
施
術

費
用
の
一
部
を
自
己
負
担
し
て
施
術

を
受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

•
あ
ん
ま
師
、
マ
ゾ
サ
ー
ジ
帥
、
は
り

師
、
灸
帥
の
施
術

医
師
の
同
意
を
得
て
、
被
保
険
者
に

発

4
し
た
受
給
権
を
施
術
帥
に
委

fT

す
る
こ
と
に
よ
り
、
費
用
の
一
部
を

自
己
負
担
す
る
形
て
施
術
を
受
け
る

こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

・
訪
間
看
護
療
甍
費

医
師
の
指
ホ
に
よ
り
費
用
の
一
部
を

自
己
負
担
し
て
訪
間
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
利
川
で
ぎ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
せ
先

和
歌
山
限
同
民
健
康
保
険
団
休
連
合
会

事
巣
課

6
0
7
3
|
4
2
7
_
4
6
7
2
 

串
本
町
役
場
什
民
課
日
保
係

6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
5
3
5
 

囚
線

(
1
1
3
.
1
1
4
)

【広告］町収入の一部とす忘ため有料広告を掲載しています。

広告墓集のお知らせ

広報くしもとては、有料広告を言集していま］。

［掲絨スペース】縦46mmx横 85mmまたは

綬 46mmx横 174mm

［掲戯料】 1広告 5,OOOfIIょリ

広告掲載を希望される方は、役場企画財政課広報係

(I'll 0735-62-0555)までお肉い合已くにさい。

設
い
た
し
ま
す
。

ア

日

時

5
月
18
日
（
日
）

午
前
9
助

I
l後
5
時

マ

場

所

祈
宮
公
証
役
場

マ
相
談
員

公

証

人

中

村

司

マ
相
談
内
容

遥
一
い
相
続
・
離
婚
・
子
の
養
育
費
・

年
金
分
割
・
慰
謝
料
•
財
産
分
与
・
家

族
の
扶
蓑
・
任
應
後
見
（
高
齢
者
等
の

財
茄
筈
理
）
・
土
池
建
物
の
賃
貸
借
・

令
銭
の
貸
伯
・
売
買
．
贈
与
・
債
務
弁

済
・
保
証
•
そ
の
他
各
種
の
契
約
・
尊

厳
死
直
―
]
・
会
社
定
款
な
ど

マ

予

約

乎

H
に
電
話
で
予
約
し
て
下
さ
い
。

マ
そ
の
他

平

H
（
月
曜
1
令
曜
）
の
相
談
も
、
こ

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

祈
宮
公
師
役
場
（
公
証
人
中
村
司
）

祈
宮
市
緑
ヶ
丘
2
丁
目
1
番
団
号
（
カ

マ
ッ
カ
ビ
ル
3
階）

9
0
7
3
5
_
2
1
|
2
3
4
4
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0
7
3
5
|
2
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平
成
2
0年
5

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
串
本
町
役
場
企
画
財
政
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
慄
東
牟
妻
郡
串
本
町
串
本
1
8
O
O
T
E
l
(
0
7
3
5
)
6
2
ー
0
5
5
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http:/
/
w
w
w
.
 
t
o
w
n
.k
u
s
h
 I
m
o
t
o
.
 
w
a
k
a
y
a
m
a
.J
 
p
/
 

メ
ー
ル
ア
ト
レ
ス

kikakuzaisei
@
t
o
w
n
.k
u
s
h
i
m
o
t
o
.w
a
k
a
y
a
m
a
.Jp 

第一席 「ひぇ～」

仲村明子（兵庫県神戸市）

第三席 「メジロダコの主張」

山本恵美子（愛知県名古屋市）

第16回

串本海中フォトコンテスト

「サンコの国」宣言記念イベントとして毎年

開催されている串本海中フオトコンテストの

審査結果が発表されました。合年の応募者数

は128名で作品数は927点でした。

ヽ

ヽ ノ

グランプリ

「真剣の輝き」

杉内良作（兵庫県 姫路市）

【広告】 111J収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

古座町役場



